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論壇
1
は
じ
め
に

－

役
員
退
職
給
与
を
め
ぐ
る
論
点－

役
員
退
職
給
与
の
支
給
を
め

ぐ
る
争
訟
は
、
絶
え
る
こ
と
な

く
頻
繁
に
生
じ
て
お
り
、
そ
の

結
末
も
納
税
者
敗
訴
の
事
案
が

圧
倒
的
に
多
い
状
況
に
あ
る
。

特
に
法
人
税
法
第
34
条
《
役
員

給
与
の
損
金
不
算
入
》
第
2
項

及
び
法
人
税
法
施
行
令
第
70
条

《
過
大
な
役
員
給
与
の
額
》
第

1
項
第
2
号
1
に
規
定
す
る
不

相
当
に
高
額
な
部
分
の
金
額
に

係
る
損
金
不
算
入
の
認
定
は
、

裁
判
に
よ
る
判
決
が
一
貫
し
た

判
断
の
軌
道
に
引
き
込
む
こ
と

か
ら
、
特
段
の
事
情
が
認
め
ら

れ
な
い
限
り
、
納
税
者
の
主
張

が
認
容
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

こ
の
根
本
の
問
題
は
、
法
法
34

②
等
が
実
務
実
態
を
し
ん
酌
し

た
法
制
度
か
ら
離
反
し
て
い
る

こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
も
は
や

解
釈
論
で
は
対
処
で
き
る
状
況

に
は
な
く
、
立
法
論
の
観
点
か

ら
で
な
け
れ
ば
本
質
的
な
解
決

策
を
導
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
争
訟
が

多
発
し
て
い
る
現
状
を
鑑
み
、

役
員
退
職
給
与
相
当
額
の
算
定

方
法
を
論
点
と
し
て
考
察
す

る
。

2

法
法
34
②
等
の
法
令
解
釈
と
合
憲
性

法
法
34
②
の
趣
旨
と
し
て
、

札
幌
地
裁
平
成
11
年
12
月
10
日

判
決
は
、「
法
人
の
役
員
に
対
す

る
退
職
給
与
が
、
損
金
と
し
て

認
め
る
に
は
不
相
当
に
高
額
で

あ
る
た
め
、
実
質
的
に
は
法
人

の
利
益
処
分
た
る
性
質
を
有
し

て
い
る
と
解
す
べ
き
場
合
も
想

定
さ
れ
得
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
そ
の
不
合
理

な
部
分
に
つ
い
て
損
金
算
入
を

認
め
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
法

人
が
租
税
負
担
を
不
当
に
回
避

す
る
こ
と
を
防
止
し
、
適
正
な

課
税
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
」旨
示

し
て
い
る
。つ
ま
り
、法
法
34
②

は
、役
員
退
職
給
与
の
損
金
性

を
確
認
す
る
志
向
が
な
く
、
租

税
回
避
を
防
止
す
る
目
的
と
し

た
個
別
否
認
規
定
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
。

ま
た
、
法
令
70
①
二
は
、
役

員
退
職
給
与
相
当
額
の
課
税
要

件
に
つ
い
て
、
①
そ
の
役
員
の

法
人
の
業
務
に
従
事
し
た
期
間

（
勤
続
年
数
）、
②
そ
の
退
職

の
事
情
（
普
通
退
職
、
死
亡
退

職
等
の
別
）、
③
そ
の
法
人
と

同
種
の
事
業
を
営
む
法
人
で
そ

の
事
業
規
模
が
類
似
す
る
も
の

（
類
似
法
人
）
の
役
員
に
対
す

る
退
職
給
与
の
支
給
の
状
況
等

に
照
ら
し
、
そ
の
退
職
し
た
役

員
に
対
す
る
退
職
給
与
と
し
て

相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
金

額
と
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
損
金
の
額
に
算

入
さ
れ
な
い
金
額
の
存
否
は
、

法
人
の
支
給
額
と
役
員
退
職
給

与
相
当
額
と
の
比
較
考
量
に
よ

っ
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
表
象

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
旨
の

不
確
定
概
念
を
用
い
て
課
税
要

件
の
充
足
状
況
を
判
断
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
法
令

の
要
求
は
、
法
人
の
節
税
効
果

に
よ
っ
て
争
点
を
発
現
さ
せ
、

双
方
の
主
張
に
損
金
の
本
質
を

論
ず
る
こ
と
な
く
、
立
ち
位
置

の
違
い
か
ら
、
全
く
か
み
合
う

と
こ
ろ
は
な
い
。

そ
し
て
、
同
札
幌
地
裁
判
決

が
「
租
税
法
規
が
不
確
定
概
念

を
用
い
て
い
る
と
い
う
一
事
だ

け
で
、
直
ち
に
こ
れ
が
租
税
法

律
主
義
に
反
し
、
違
憲
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、・
・
・

右
の
定
め
は
相
当
な
退
職
給
与

の
額
の
決
定
に
当
た
り
考
慮
す

べ
き
事
情
を
類
型
的
に
列
挙
し

て
お
り
、
そ
の
事
情
を
総
合
す

れ
ば
相
当
な
退
職
給
与
の
額
を

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
解
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
令
72
条

の
規
定
は
、
退
職
給
与
の
額
の

相
当
性
の
判
断
基
準
に
つ
い

て
、
一
般
的
に
是
認
で
き
る
程

度
に
具
体
的
、
客
観
的
に
定
め

て
い
る
。」と
し
て
、租
税
法
律

主
義
（
課
税
要
件
明
確
主
義
）

に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判

断
し
た
こ
と
は
、
不
確
定
概
念

を
論
点
と
し
た
現
行
法
令
の
問

題
提
起
で
は
解
決
に
成
ら
ず
、

根
本
的
に
制
度
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
露
呈
し
た
こ

と
に
な
ろ
う
。

3

役
員
退
職
給
与
相
当
額
の
算
定
方
法

金
子
宏
氏
は
、
役
員
退
職
給

与
相
当
額
に
つ
い
て
、「
不
相

当
に
高
額
で
あ
る
か
ど
う
か
の

判
断
は
、
・
・
・
同
種
・
類
似

規
模
の
法
人
の
退
職
給
与
の
支

給
の
状
況
が
重
要
基
準
と
な
る

こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
あ
わ
せ
て
そ
の
役
員
の
当

該
法
人
に
対
す
る
貢
献
度
そ
の

他
の
特
殊
事
情
を
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
」2
と
説
示
さ
れ
て
い

る
。
同
氏
が
課
税
要
件
と
し
て

直
接
明
示
し
て
い
な
い
役
員

個
々
の
事
情
を
考
慮
す
べ
き
と

し
て
い
る
こ
と
は
、
特
に
注
視

す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
役
員
退
職
給
与
相
当

額
の
算
定
は
、
①
類
似
法
人
の

役
員
退
職
給
与
の
平
均
功
績
倍

率
（
退
職
役
員
の
最
終
報
酬
月

額
に
勤
続
年
数
を
乗
じ
た
金
額

で
役
員
退
職
給
与
の
額
を
除
し

て
得
た
功
績
倍
率
の
平
均
値
）

に
、
当
該
退
職
役
員
の
最
終
報

酬
月
額
及
び
勤
続
年
数
を
乗
じ

て
算
出
す
る
方
法
（
平
均
功
績

倍
率
法
）、②
類
似
法
人
に
お
け

る
退
職
役
員
の
退
職
給
与
の
額

を
そ
の
勤
続
年
数
で
除
し
て
得

た
金
額
（
1
年
当
た
り
の
退
職

給
与
の
額
）の
平
均
額
に
、当
該

退
職
役
員
の
勤
続
年
数
を
乗
じ

て
算
出
す
る
方
法
（
1
年
当
た

り
平
均
額
法
）、③
類
似
法
人
の

役
員
退
職
給
与
の
支
給
事
例
の

最
高
値
の
功
績
倍
率
に
、
当
該

退
職
役
員
の
最
終
報
酬
月
額
及

び
勤
続
年
数
を
乗
じ
て
算
出
す

る
方
法（
最
高
功
績
倍
率
法
）の

三
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
平
均
功
績
倍
率

法
は
、
退
職
時
の
役
員
報
酬
が

退
職
役
員
の
支
給
法
人
に
対
す

る
功
績
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

類
似
法
人
に
よ
っ
て
合
理
的
に

算
出
さ
れ
た
平
均
功
績
倍
率
を

用
い
て
い
る
限
り
、
法
令
70
①

二
の
趣
旨
に
最
も
よ
く
合
致
す

る
方
法
で
あ
る
旨
の
法
令
解
釈

が
判
断
を
牽
引
し
て
い
る
。
こ

の
類
似
法
人
の
平
均
値
を
採
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
多
々
数

理
的
な
矛
盾
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
判
決

の
態
勢
と
し
て
、
平
均
値
に
よ

る
こ
と
で
適
正
な
退
職
給
与
額

の
認
定
自
体
を
不
合
理
な
ら
し

め
る
程
度
の
顕
著
な
も
の
で
な

い
限
り
、
む
し
ろ
合
理
的
に
抽

出
さ
れ
た
法
人
の
情
報
が
平
均

化
さ
れ
る
こ
と
で
、
諸
要
素
の

差
異
は
捨
象
さ
れ
る
も
の
と
認

定
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、先
行
す
る
判
断
で
は
、

1
年
当
た
り
平
均
額
法
が
、
退

職
役
員
の
退
職
時
の
最
終
報
酬

月
額
に
よ
る
と
、
そ
の
役
員
の

在
職
期
間
中
の
職
務
内
容
等
か

ら
み
て
著
し
く
低
額
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
等
に
採
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
最
高

功
績
倍
率
法
が
、
十
分
な
類
似

法
人
の
数
が
得
ら
れ
な
い
と
き

な
ど
の
対
処
法
で
あ
る
こ
と
等

の
理
由
に
よ
り
、
課
税
要
件
の

適
合
性
の
観
点
に
お
い
て
、
両

手
法
の
採
用
を
検
討
す
る
に
当

た
っ
て
、
平
均
功
績
倍
率
法
に

比
し
て
後
順
位
の
算
定
方
法
と

な
っ
て
い
る
。

4

類
似
法
人
の
抽
出
基
準

類
似
法
人
の
役
員
退
職
給
与

の
支
給
状
況
等
は
、
①
対
象
法

人
と
の
業
種
（
日
本
標
準
産
業

分
類
に
依
拠
）
の
類
似
性
、
②

対
象
法
人
と
の
地
域
（
経
済
需

給
圏
）
の
類
似
性
、
③
対
象
法

人
と
の
事
業
規
模
（
主
に
売
上

高
を
基
礎
と
し
た
倍
半
基
準
3

の
採
用
）
の
類
似
性
、
④
退
職

役
員
の
役
職
（
役
付
の
別
）
の

類
似
性
に
基
づ
き
、
対
象
法
人

の
退
職
給
与
の
支
給
事
業
年
度

等
（
支
給
時
期
の
類
似
性
）
に

お
い
て
、
役
員
退
職
給
与
を
支

給
し
て
い
る
法
人
を
抽
出
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
類
似

法
人
の
抽
出
基
準
に
つ
い
て

は
、
た
と
え
ば
、
①
の
業
種
の

類
似
性
は
日
本
標
準
産
業
分
類

の
う
ち
大
分
類
、
中
分
類
、
小

分
類
又
は
細
分
類
の
い
ず
れ
で

あ
る
か
、
②
地
域
の
類
似
性
は

対
象
法
人
の
所
在
地
か
ら
ど
の

程
度
の
範
囲
を
対
象
と
す
べ
き

か
、③
事
業
規
模
の
類
似
性
は
、

所
得
金
額
、
総
資
産
価
額
、
純

資
産
価
額
、
資
本
金
の
額
、
又

は
従
業
員
数
な
ど
の
類
似
性
を

ど
の
程
度
考
慮
す
る
べ
き
か

等
、
個
々
の
抽
出
基
準
を
め
ぐ

る
争
い
に
際
限
が
な
い
。

そ
し
て
、
い
ず
れ
の
裁
判
上

の
判
断
に
よ
っ
て
も
、
役
員
退

職
給
与
相
当
額
の
算
定
は
、
国

が
提
示
し
た
類
似
法
人
の
抽
出

基
準
に
対
し
て
、
納
税
者
が
主

張
す
る
根
拠
資
料
の
合
理
性
が

勝
る
旨
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い

な
い
。
つ
ま
り
、
法
令
70
①
二

に
適
合
す
る
類
似
法
人
の
支
給

状
況
等
は
、
納
税
者
に
と
っ
て

事
実
上
入
手
困
難
な
資
料
に
基

づ
い
て
計
算
す
る
手
法
を
強
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
現
状
の
法
令
解
釈

に
依
拠
す
る
判
断
で
は
、
納
税

者
に
と
っ
て
、
納
得
の
得
ら
れ

な
い
結
論
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
4
。

さ
ら
に
、
実
務
実
態
に
お
い

て
、
中
小
同
族
法
人
の
役
員
退

職
給
与
の
支
給
額
は
、
①
相
当

で
高
額
な
退
職
給
与
の
支
給
慣

例
が
定
着
で
き
な
い
こ
と
、
そ

の
原
因
と
し
て
、
②
退
職
時
に

相
当
で
高
額
な
退
職
給
与
を
支

給
す
る
財
源
を
持
つ
法
人
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
他
方
、
③

法
人
の
存
続
の
た
め
に
役
員
報

酬
月
額
を
抑
え
退
職
時
に
過
去

の
功
績
を
精
算
す
る
意
向
を
も

っ
て
役
員
退
職
給
与
を
決
定
し

て
い
る
こ
と
等
の
状
況
が
認
め

ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
行

の
類
似
法
人
を
抽
出
し
て
平
均

値
を
用
い
る
手
法
で
は
、
稀
に

相
当
に
高
額
な
役
員
退
職
給
与

の
支
給
を
行
う
法
人
が
存
す
る

と
、
当
然
そ
の
支
給
額
が
大
き

く
平
均
値
を
超
過
す
る
こ
と
と

な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
役
員
退
職

給
与
の
損
金
不
算
入
額
が
認
識

さ
れ
る
の
は
、
中
小
同
族
法
人

の
事
例
が
散
見
し
て
い
る
の
に

対
し
、
上
場
会
社
の
事
例
が
限

定
的
で
あ
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
中
小
同
族
法
人
は
、

所
有
と
経
営
が
一
致
し
て
い
る

か
ら
、
役
員
退
職
給
与
が
不
相

当
に
高
額
に
な
る
と
い
う
見
解

が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
見
解
も
、
上
記
2
の

法
令
解
釈
が
牽
引
し
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

5
結
び

－

役
員
退
職
給
与
相
当
額
の
明
確
化－

類
似
法
人
を
抽
出
し
て
平
均

値
に
よ
り
相
当
額
を
算
定
す
る

法
令
70
①
二
の
法
令
解
釈
を
踏

襲
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
全
て
の

法
人
の
法
人
事
業
概
況
説
明
書

（
法
規
35
①
四
）
に
上
記
4
の

抽
出
基
準
の
基
礎
と
な
る
事
項

の
記
載
を
義
務
付
け
、
国
が
類

似
法
人
の
平
均
功
績
倍
率
と
1

年
当
た
り
の
役
員
退
職
給
与
の

平
均
額
等
、
役
員
退
職
給
与
相

当
額
を
算
定
す
る
た
め
の
数
値

を
定
期
的
に
公
表
す
る
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
上
記
4
の
中
小

同
族
法
人
の
実
情
を
見
据
え
る

と
、
中
小
同
族
法
人
に
は
、
非

上
場
株
式
の
評
価
手
法
で
あ
る

類
似
業
種
比
準
価
額
（
財
基
1

8
0
）
に
準
じ
、
上
場
会
社
の

役
員
退
職
給
与
の
平
均
支
給
額

を
比
準
す
る
役
員
退
職
給
与
相

当
額
の
算
定
方
式
を
採
用
す
る

必
要
も
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
本
算
定
方
法
に

よ
っ
て
も
、
役
員
退
職
給
与
の

損
金
性
の
本
質
に
踏
み
込
ん
で

い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
本
稿
の
論
点
は
、
立
法

論
に
立
ち
戻
る
こ
と
に
よ
り
、

解
決
の
道
筋
を
得
ら
れ
る
も
の

と
思
料
す
る
。

1

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
法
法
34

②
」、「
法
令
70
①
二
」
と
い
い
、

法
令
70
①
二
に
よ
る
相
当
と
認

め
ら
れ
る
金
額
を
「
役
員
退
職

給
与
相
当
額
」
と
い
う
。

2

金
子
宏
著
「
租
税
法
第
二
十

二
版
」
弘
文
堂
3
7
7
頁

3

倍
半
基
準
と
は
、
対
象
法
人

の
売
上
高
の
2
分
の
1
か
ら
2

倍
の
範
囲
内
で
売
上
高
を
計
上

し
て
い
る
法
人
を
類
似
法
人
と

し
て
抽
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

4

東
京
地
裁
平
成
25
年
3
月
22

日
判
決
は
、
納
税
者
の
根
拠
と

し
た
Ｔ
Ｋ
Ｃ
デ
ー
タ
（
Ｙ－

Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｔ
）
に
よ
っ
て
も
、
国
の

抽
出
基
準
に
劣
る
と
判
断
さ
れ

て
い
る
。

役
員
退
職
給
与
相
当
額
を
め
ぐ
る
考
察

－

立
法
論
か
ら
の
解
決
を
求
む－

苅米 裕
【芝】
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